
コーポレート・ガバナンスハイライト
2026年7月に公表されたコーポレートガバナンス・コードの改訂を踏まえ、当社は持続的な企業価値向上に向けて、取締役会における議論の充実や事務局機能の強化を進めています。
本ページでは、取締役会の実効性向上に向けた主な取り組みやその成果を、ハイライトとしてご紹介します。

① 取締役会の実効性評価におけるフィードバック

③ 有意義な議論を行うための取り組み

② 取締役会における議論内容の充実化

2025年度では、取締役会の付議基準の見直しにより、取締役会で扱う議題を精査するととも
に、報告の効率化を進めることで、経営戦略やコーポレート・ガバナンス関連／サステナビリ
ティ関連に関する議論を一層充実させています。今後も、成長性・収益性・リスクを多面的か
つ慎重に検証し、取締役会の監督機能と意思決定の質を高めることで、当社の持続的な競争
優位性を支えていきます。

取締役会の実効性評価に関するアンケートでは、各評価項目について、概ね高い評価とな
りました。また、社外取締役等からも、グループ長期経営方針のモニタリングやステークホ
ルダーとの対話、取締役会付議基準の改定による議論の深化について、肯定的な意見が
寄せられました。本分析・評価の結果を踏まえ、課題点を抽出するとともに、さらなる実効
性の向上に向けた取り組み方針を策定しました。

＜取締役会における審議・報告案件数の割合＞ ＜取締役会における議題別案件数の割合＞

国内外におけるプロジェクト見学会

国内外5物件でプロジェクト見学会を実施。物件
視察・現地社員との意見交換を通じ、事業理解
および現場力の理解深化につなげています。
＜2025年度プロジェクト見学会＞
・ 日本橋の街づくり（ミクストユース物件・エリアマネジメント等）
・台湾（商業施設／住宅／ホテル）
・MIYASHITA PARK（商業施設）
・神宮外苑計画（オフィス／スポーツ・エンターテインメント施設）
・ららぽーとTOKYO-BAY（商業施設）

ららぽーとTOKYO-BAYでの見学会

社外役員ミーティング
当社の事業戦略や各事業に関して、社長取締役執行役員をはじめとする社内取締
役と、社外取締役・社外監査役との意見交換の場として、社外役員ミーティングを
開催しています。

業務執行状況報告
各所管本部が事業状況を取締役会で報告しています。社外取締役・社外監査役の
事業理解促進を図るとともに、取締役会での意見や提言内容をさらなる企業価値
向上につなげています。
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全取締役・全監査役へのインタビュー・フリーアンケート1

■評価項目
● 取締役会の体制（人数、業務執行者・非業務執行者の割合、多様性等）
● 取締役会の運営状況（開催回数、出席率、審議時間、審議案件数、情報提供、質疑応答等）
● その他（前回の取締役会の実効性評価の課題、報酬諮問委員会、指名諮問委員会、社外
役員ミーティング等）

取締役会における分析・評価2 課題点の抽出3 抽出課題の改善4
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